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調査票記入要領

１． 調査票は1ページです。

昨年度調査でご回答いただいた内容は「【参考】R4年度受入基準調査票」のシートをご参照ください。

２． 調査票の各設問の回答欄は黄色セル です。

「回答方式」欄に「記述式」とあるものは、ご回答内容を直接セルにご記入ください。

「選択式」とあるものは、ご回答内容をドロップダウンリストからご選択ください。

※「選択式」の設問でも、「その他」を選択された場合など、その内容を記述いただくことがあります。

３． ご回答の際は、「追加調査票記入例」のシートもご参照ください。



【記入例】災害廃棄物の受入基準等に関する追加調査票（素案）

ご回答者のご所属、氏名、ご連絡先等についてご記入ください。

ご所属

氏名

ご連絡先（TEL: ） （FAX： ） （E-mail： ）

No. 回答方式

1 施設の種類 選択式 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） ）

2 施設名称 記述式

3 施設の所管 記述式

4 所在地 記述式

5 処理能力 記述式 （t/日）

選択式 （ ） 可能 （ ○ ） 困難（余力がない、等）

（ ）①通常のごみの受入基準を記入した （ ○ ）②発災時の状況によっては受入が可能

（ ）③広域的な受入は困難だが、地域内の災害廃棄物であれば受入が可能

（ ）④その他（ ）

選択式 （ ○ ） 異なる （ ） 通常の処理対象物と同じ

記述式 （ ）

選択式

（ ） （ ） （ ）

％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上

％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満

災害廃棄物の受入に際して、受け入れる品目、量などの事前協議はどのタイミングで行うのが望ましいですか。

（ ○ ） ①平時に協議を行っておく （ 　 ） ②発災後、災害廃棄物の品目が具体的になった時点で協議を行う

（ ） ）

調査へのご協力ありがとうございました。

一般事項

ごみ焼却施設 破砕選別施設 最終処分場 し尿処理施設 その他（
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項目 ご回答欄

（t/日） （m3） （kL/日） （t/日）

災害廃棄物の受入基準について

13

災害廃棄物の受入可能性の有無 貴施設で災害廃棄物を受け入れることは可能ですか。

災害廃棄物の受入が困難であっても、設問No.15～21
（寸法・形状等の受入基準）にご回答いただいてい
た場合、それはどのような意図によるものですか。

選択式

ごみの分別区分について

15～
21

貴自治体における生活ごみ、資源ごみ、不燃混合物
等の分別区分について、ホームページ等で公表され
ていましたら当該ページのURLをご記入ください。

記述式 （ https://www.●●● ）

14

通常の処理対象物との受入基準の違い 通常時に受け入れている廃棄物と、災害廃棄物とで、受入条件は異なっていますか。

通常時と災害時で受入基準が異なる場合、どのよう
な点が異なりますか。

通常時は柱材・角材を受け入れないが、災害時は1m角に切断していれば受け入れる

受入基準の詳細について

21

混合状態での受入について
災害廃棄物が混合状態である場合、受入対象物の占める割合がどの程度までであれば受入が可能ですか。以下の品目別にご回答ください。
選択肢は90%、80％、70％、60％、50％の5種類です。
備考欄にはその他の条件（混入しているものは可燃系のものに限る、等）をご記入ください。

①生活ごみ ②木くず ③たたみ ④がれき類 ⑤金属類 ⑥不燃混合物
⑦その他

受入対象物の占める割合 80 70 90

　対象物以外の混入割合（自動で計算されます） 20 30 10

24 災害廃棄物の受入に関する協議 選択式

③その他（

備考 混入物は可燃系のみ可
なるべく泥を落と
す

なるべく泥を落と
す

昨年度調査時のご回答をあらかじめ記入しておく予定です。

記入例



災害廃棄物の受入基準等に関する追加調査票（素案）

ご回答者のご所属、氏名、ご連絡先等についてご記入ください。

ご所属

氏名

ご連絡先（TEL: ） （FAX： ） （E-mail： ）

No. 回答方式

1 施設の種類 選択式 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） ）

2 施設名称 記述式

3 施設の所管 記述式

4 所在地 記述式

5 処理能力 記述式 （t/日）

選択式 （ ） 可能 （ ） 困難（余力がない、等）

（ ）①通常のごみの受入基準を記入した （ ）②発災時の状況によっては受入が可能

（ ）③広域的な受入は困難だが、地域内の災害廃棄物であれば受入が可能

（ ）④その他（ ）

選択式 （ ） 異なる （ ） 通常の処理対象物と同じ

記述式 （ ）

選択式

（ ） （ ） （ ）

％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上

％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満

災害廃棄物の受入に際して、受け入れる品目、量などの事前協議はどのタイミングで行うのが望ましいですか。

（ ） ①平時に協議を行っておく （ ） ②発災後、災害廃棄物の品目が具体的になった時点で協議を行う

（ ） ）

調査へのご協力ありがとうございました。

14

③その他（

24 災害廃棄物の受入に関する協議 選択式

通常時と災害時で受入基準が異なる場合、どのよう
な点が異なりますか。

　対象物以外の混入割合（自動で計算されます）

備考

ごみの分別区分について

混合状態での受入について

①生活ごみ ②木くず ③たたみ ④がれき類 ⑤金属類 ⑥不燃混合物
⑦その他

13 災害廃棄物の受入が困難であっても、設問No.15～21
（寸法・形状等の受入基準）にご回答いただいてい
た場合、それはどのような意図によるものですか。

選択式

災害廃棄物の受入基準について

災害廃棄物の受入可能性の有無 貴施設で災害廃棄物を受け入れることは可能ですか。

通常の処理対象物との受入基準の違い 通常時に受け入れている廃棄物と、災害廃棄物とで、受入条件は異なっていますか。
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一般事項

ごみ焼却施設 破砕選別施設 最終処分場 し尿処理施設 その他（

項目 ご回答欄

（t/日） （m3） （kL/日） （t/日）

災害廃棄物が混合状態である場合、受入対象物の占める割合がどの程度までであれば受入が可能ですか。以下の品目別にご回答ください。
選択肢は90%、80％、70％、60％、50％の5種類です。
備考欄にはその他の条件（混入しているものは可燃系のものに限る、等）をご記入ください。

21

）

受入基準の詳細について

15～
21

貴自治体における生活ごみ、資源ごみ、不燃混合物
等の分別区分について、ホームページ等で公表され
ていましたら当該ページのURLをご記入ください。

記述式

受入対象物の占める割合

（

昨年度調査時のご回答をあらかじめ記入しておく予定です。



【参考】災害廃棄物の受入基準に関する調査（一般廃棄物処理施設向け）※令和４年度実施

ご回答者のご所属、氏名、ご連絡先等についてご記入ください。

ご所属

氏名

ご連絡先（TEL: ） （FAX： ） （E-mail： ）

No. 回答方式

1 施設の種類 選択式 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） ）

2 施設名称 記述式

3 施設の所管 記述式

4 所在地 記述式

5 処理能力 記述式 （t/日）

（ ） ①ある⇒以下のNo.7～12及びNo.13以降の問にご回答ください。 （ ） ②ない⇒No.13以降の問にご回答ください。

（ ） ①平成29年7月九州北部豪雨（福岡県朝倉市、東峰村など） （ ） ②平成29年台風18号（大分県津久見市、佐伯市など）

（ ） ③平成30年7月豪雨【西日本豪雨】 （ ） ④令和元年8月の前線に伴う大雨（佐賀県武雄市、大町町など）

（ ） ⑤令和2年7月豪雨（熊本県人吉市、球磨村など） （ ） ⑥令和3年8月の大雨（福岡県、佐賀県など）

（ ） ⑦その他（ ）

下記①に記載している災害廃棄物の種類ごとに、受入支援の経験がありましたら主な事例をそれぞれご回答ください。②③は単位をリストから選択してください。

（ ） （ ） （ ）

②受け入れた量（日最大） 記述式

③受け入れた量（期間全体） 記述式

④受入支援を行った期間（概ね） 記述式 約 約 約 約 約 約 約 約 約

⑤災害の名称 選択式

⑥搬出元（支援先）の自治体 記述式

（ ） ①事前に締結されていた協定によるもの（協定： ）

（ ） ②協定はないが支援依頼があった（依頼元： ）

（ ） ③協定はないがこちらから支援を申し出た

（ ） ④その他（ ）

その他（ ）

（ ） ①支援側の自治体における規定に基づくもの

（ ） ②事前に締結していた協定等の定めに基づくもの

（ ） ③発災に伴い、県や事業者団体等において設定された金額に基づくもの

（ ） ④支援側と被災側双方の協議により決定された金額に基づくもの

（ ） ⑤その他（ ）

実際に受入支援を行ってわかった課題点について、可能な範囲でご回答ください。

（ ）

（ ）

（ ）

12 課題点 記述式

11
被災自治体側が負担した処理単価、収集運搬費など
の決め方について

選択式
(1つ選択)

No.10の問で①または③とご回答された場合、被災自治体側が負担した費用は何に基づいて決めましたか。該当するものに○をつけてください。

受入支援を行ってわかった課題点について

処理費

9 受入支援を行うことになった経緯
選択式

(複数選択可)

該当するものに○を付けてください。

10 支援時の費用負担について
選択式
(1つ選択)

受入支援を実施した際、運搬費、処理費などの費用については被災側、支援側どちらが負担しましたか。該当するものに○をつけてください。

①被災側が全額負担した ②支援側が全額負担した ③支援側が一部負担した（負担内容もご回答ください） ④その他

運搬費

日間 日間日間 日間 日間日間 日間 日間

(t)(t) (t) (t)

日間

(t) (t)(t) (t) (t)

(t) (t)(t) (t) (t)(t) (t)

木くず たたみ がれき類

(t)

災害廃棄物の受入支援の経験について

6 受入支援の有無 選択式
貴施設で災害廃棄物の受入支援を行った経験がありますか。該当するものに○を付けてください。

金属類 不燃混合物
その他

7 受入支援を行った災害
選択式

(複数選択可)

該当するものに○を付けてください。（選択肢は平成29年7月九州北部豪雨以降の大規模災害。かっこ内は特に被害の大きかった地域）

8
受入支援の
内容

①受け入れた災害廃棄物の種類 記述式 生活ごみ

(t)

（t/日） （m3） （kL/日） （t/日）

一般事項

ごみ焼却施設 破砕選別施設 最終処分場 し尿処理施設 その他（
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項目 ご回答欄

ご参考用:昨年度実施した調査内容です。



13 選択式 （ ） 可能 （ ） 困難（余力がない、等）

14 選択式 （ ） 異なる （ ） 通常の処理対象物と同じ

（ ） （ ） （ ）

15 選択式

16 記述式

17 記述式

18 記述式

19 記述式

20 記述式

21 選択式 （ ）可能 （ ）困難（事前に仕分けされていることが必要）

貴施設で災害廃棄物の受入支援を実現するために必要な条件がありましたらご回答ください（複数回答可）。

（ ） ①被災県と支援県との協定が締結されていること （ ） ②被災市町村との協定が締結されていること （ ） ③受入側の指定の様式を用いること

（ ） ④その他（ ）

今後、貴施設で災害廃棄物の受入支援を行う場合、処理単価の決め方を想定されていましたらご回答ください。 ）

（ ）

その他、災害廃棄物の受入支援にあたり必要な条件がありましたらご回答ください。

（ ）

調査へのご協力ありがとうございました。

24 その他の条件 記述式

22 受入支援を実現するために必要な条件 選択式

23 処理単価の決め方 記述式

混合状態でも受入れ可能かどうか

その他の条件について

搬入車両の条件

搬入量の条件

当該品目の荷姿の条件

当該品目の寸法の条件

　 　 　 　

当該品目の形状の条件

貴施設で受入れが可能な災害廃棄物の品目
（該当するものに○をつけてください。）

　 　

⑤金属類 ⑥不燃混合物
⑦その他

災害廃棄物の受入基準について

災害廃棄物の受入可能性の有無 貴施設で災害廃棄物を受け入れることは可能ですか。

通常の処理対象物との受入基準の違い 通常時に受け入れている廃棄物と、災害廃棄物とで、受入条件は異なっていますか。

↓以下No.15～21の問は、今後、災害廃棄物を受け入れる際に想定する
条件・基準をご回答ください。

①生活ごみ ②木くず ③たたみ ④がれき類


